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（６）長周期地震動 

 

ア．長周期地震動に関する観測情報(試行) 

 

２月17日08時06分に発生した三陸沖の地震（M6.9）により、東北地方で長周期地震動が観測された。

気象庁は、これらの地域に対して長周期地震動に関する観測情報(試行)を発表した（図６－１）。 

秋田県内陸南部（横手市雄物川町今宿（おものがわまちいましゅく））で長周期地震動階級※２が観測

されたほか、福島県を除く東北地方で階級１が観測された。震源に比較的近い東北地方の太平洋側では

なく、震源から比較的距離のある秋田県内陸南部で階級２が観測されたのは、長い周期の波は短い周期

の波に比べて減衰しにくいため遠くまで伝わることや、軟らかい堆積層で覆われている横手盆地で長周

期の波が増幅したためと考えられる。 

長周期地震動階級１以上が観測された地域・地点とその階級を表６－２に示す。 

 

  長周期地震動階級２：秋田県内陸南部 

      階級１：青森県津軽北部、青森県津軽南部、青森県三八上北、青森県下北、 

岩手県沿岸北部、岩手県内陸北部、岩手県内陸南部、宮城県北部、 

秋田県沿岸北部、秋田県沿岸南部、秋田県内陸北部、山形県庄内、 

          山形県最上、山形県村山  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１ 長周期地震動階級１以上が観測され、長周期地震動に関する観測情報を発表した地域 

表６－１ 長周期地震動階級関連解説表 

×

震央

※長周期地震動階級に関する詳細は、

地震・火山月報（防災編）平成 26年 

12 月号「付録５．長周期地震動階級関

連解説表」を参照のこと 
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表６－２ 長周期地震動階級１以上が観測された地域・地点
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イ．地震波形 

 

 図６－３～７に、長周期地震動階級２が観測された横手市雄物川町今宿、震源から比較的距離のある
場所で長周期地震動階級１が観測された酒田市亀ケ崎及び能代市常盤山谷（ときわやまや）、震源に比
較的距離が近い場所で長周期地震動階級１が観測された久慈市川崎町及び八幡平市大更（おおぶけ）の
観測点における地震波形、絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトルを示した（各観測点
の位置図を図６－２に示す）。 

 

長周期地震動階級２が観測された横手市雄物川町今宿では、周期３秒程度の周期の地震波が卓越した。

震源に比較的距離が近い久慈市川崎町及び八幡平市大更では、比較的短い周期の地震波が卓越し、長周

期地震動階級１が観測されているのに対し、震源から比較的距離のある酒田市亀ケ崎及び能代市常盤山

谷では周期１～５秒台が卓越し、長周期地震動階級１が観測されている。 

 

 

  

図６－２  地震波形、絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトルを示した観測点位置図
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震央 
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図６－３ 横手市雄物川町今宿で観測した波形、絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－３～７の説明 

① 観測点名，地域名称，地震波形の観測時間，観測点における震度，観測点における長周期地震動階級，観測点における

周期区分別の長周期地震動階級データの最大値．観測点名は 2014 年 11 月 27 日現在の名称を示している．周期区分は，

周期 1.6 秒～周期 1.8 秒を１秒台，周期 2.0 秒～周期 2.8 秒を２秒台，周期 3.0 秒～周期 3.8 秒を３秒台，周期 4.0 秒

～周期 4.8 秒を４秒台，周期 5.0 秒～周期 5.8 秒を５秒台，周期 6.0 秒～周期 6.8 秒を６秒台，周期 7.0 秒～周期 7.8

秒を７秒台と表示している．長周期地震動階級に関する詳細は，地震・火山月報（防災編）平成 26 年 12 月号「付録５．

長周期地震動階級関連解説表」を参照． 

② 絶対速度応答スペクトルグラフ．横軸は周期（秒），縦軸は速度応答値（単位は cm/sec）で，NS（赤），EW（緑），UD（青）

の 3 成分について表示した．減衰定数 5％はビルの設計に一般的に用いられている値である． 

③ 絶対加速度応答スペクトルグラフ．横軸は周期（秒），縦軸は加速度応答値（単位は cm/sec/sec）で，NS（赤），EW（緑），

UD（青）の 3 成分について表示した．減衰定数 5％はビルの設計に一般的に用いられている値である． 

④ 加速度波形表示．成分は、上から南北成分（NS），東西成分（EW），上下成分（UD）である３成分とも同じ縮尺で示す．

⑤ 速度波形表示．表示は，④と同じ． 

①

②

⑤

④

③
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図６－４ 酒田市亀ケ崎で観測した波形、絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル 

図６－５ 能代市常盤山谷で観測した波形、絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル 
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図６－７ 八幡平市大更で観測した波形、絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル 
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図６－６ 久慈市川崎町で観測した波形、絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル 
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